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は鴇 波長の平面故 の効果 を摂動 として扱 うことで､ 少故の平面波で､ 耗限散の平

面波 を使用 したの と同様 の効果 を得 る方法を定式化 した. 我 々はこの方法の有効

性 と共に､ 0Kの様 々な He浪度の系に対 し､ マ- デル ングエネル ギーの低い授

政の結晶構造 につ いて､ 全エネルギー を計算 した.

(この研究 は､ 方法 自体 は前年度 の牧野氏 の研究 を引継 いだ もーのであるが､再

定式化 を行 い､ 収戯性お よび計算 コス トを改良 した. )

18.Laves相化合物RMn2(R-Tb,Gd)における圧力誘起強磁性

田 中 立

ラ-ベス相化合物RMn2(R:希土類元素)系では､RとMnがともに磁
気モーメン トを持つ場合､複雑な磁性を示すことが知られている｡これはR-

R間に敏磁性的な､氏-Mn糊に (皮)独磁性的な､Mn-Mn間に反故磁性
的な相互作用が働き､それらが互いに出合するためであると考えられている｡

TbMn2,GdMn2は､R､Mnの両方がモーメン トをもつため枚純なへ リ
カル榊造磁性体であることが中性子回折によって確かめられている｡これらの

RMn2系でMnがモーメン トを持つための条件 として､格子定数が重要な因
子であると考えられている｡すなわちDyMn2を境に､それよりも格子定数の

大きな化合物ではMnがモーメン トを持ち､小 さい化合物ではモーメン トを持

たない｡TbMn2,GdMn2は格子定数がこの臨界値に近い大 きさであるた
め､格子定数を縮めてやればMnモーメン トが消失すると予想される｡これま

でこのようなラーベス相化合物RMn2系において､格子定数 と磁性との関係を
調べるために､Rをより原子半径が小 さく非磁性のSc等で匿換 した''化学的

な圧力''を用いた実駁 しかなされていなかった｡今回TbMn2及びGdMn2

の磁化を一定磁場下で直接静水圧を加えることにより測定 したので報告する｡

TbMn2

常圧での磁化 一温度曲線では､50Ⅸ付近でMnモーメント発生によるヘ リカル
オーダーを示す鋭いピークが確認 され､50K以上では幼磁性的な振る糾いを示す｡

この50Xでのピークは加圧によって低温duへシフ トし､5.3kbarで完全に消失 し､

N-T曲線は強磁性的になった｡また低温での磁化も加圧により急激に増大した｡

これらの結果は化学的圧力を用いたTbl_XScxMn2系と定性的に同じである｡
GdMn2

常圧ではMnモーメン ト発生に伴い110K付近で小 さなクニックを示す｡ この
クニックは加圧に伴い低温側へシフトしたがGdlーXScxMn2系と様相が異な
り､シフトに伴い大 きくはっきりとしてきた｡ また低温での磁化は増大 した｡

今回の圧力範囲ではMnモーメン トの消失は確認 されなかったが､約15kb8rで
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消失す ると予想できる｡

以上 の結果は加圧に伴 う格子定数の縮みによってMnのモーメン トが消失 し､

系全体 の磁性がRモーメン トにのみ依存 し､触磁性 的になったためと考えられ

る｡これは圧力による強磁性発生すなわち"圧力誘起強磁性" といえる｡

19.FeRh合金における反強磁性一強磁性相転移の

電子顕微鏡による研究

谷 山 明

Fc冗h合金の Ⅰミ2規則 相は従来､ 磁化測定､ 中性子回折､ メスバウアー分光など

によって研究 され､ 室温付近 で一次の 皮強 仏性-強磁性 相転移す ることが報告 され て

いる｡ またX線 回折 によってその際 に約 1%程度の体和変化 を伴 うことが明 らか にさ

れ ている｡ さらに､ 熱処理 によって相虹格 の進 行す る温度範城が異な ることも報告 さ

れ ている｡ しか し､ この 合金系の平衡状態 図は未 だに確立 されてお らず､ またこの合

金は耐食他 に非'.?.'に憧れ ているため に､ 電 子新微税観察用薄臓試料の作製が 困難で､

電子が 微鏡 による相転持 その場親寮や磁区構造､ 内部組織な どについての研究 は全 く

報告 されていない｡

本研究において､ その薄膜就料作製法 を確立 し電 子抑故紙 による反強磁性一強磁性

相乾捗のその場 醗寮 に初め て成功 した｡ さ らに､ 熱処理の効果 について詳 しく調べ る

ために､873K-1373Kの 温度 で熱処理 した試料 につ いて電気抵抗測定､ 磁化測 定､ 電

子朗 荷的批寮を行 った｡ また､ 応力効果につ いても調べ た｡

相転移の その唱和寮の結果､ 払気相虹措時には反強磁化相 (AF)と強磁性 相 (F)

との相境界が結晶 粒界や試料端か ら生 じ､ 温度変化 に伴 ってそれが移動す るこ とが拭

解 され､ この合金の磁 気相転指は相場界のf多動 によって進行することが確認 され た｡

相境界 f･=は転位は存在せ ず､ AFとFは整 合界面 で微少な傾 きを持 って持 合 している

ことが わか った｡

熱処理過度の異な る試料 について電 気抵 抗一温度 曲線 を調べ ると､ 1173K.･1.1373Kの

温度で熱処理 した ときは相転移 に伴 う抵抗変化の始 まりか ら終 了 までの温度幅 は10K

でその 変化 も急激であ るが､873K-1073Kの過度で熱 処理 した場合､ 温度幅 は約60K程

度 まで広が った｡ 1373Kで熱処理 した試料 を873K-1073Kで熱 処理す ると熱処理 時間の

増加 !=伴って温度幅 は広が るが その温度幅 が飽和 に達 する時間は温度が高 いほ ど短か

った｡ 磁化測定か らこれ らの電 気抵抗変化 は磁 気相転移の進 行の変化 と対応 している

こ とが わか った｡ また. 反強磁他錦城の比抵抗は熱 処理 にともな って減少 した｡873

Kでは熱馳f_里時間の増加 !=伴 って相転移温度が上 昇 した｡ 電子即 微均祝祭 では熱 処理

によっ てt̂J部組織 ･!=は殆 ど変化はなか ったに もかかわ らず､873K一一1073Kで熱 処理 し

た場合 と1173K以上 の過度で熱 処1_V.した場 合 とでは相境 界の精勤度 に朗著 な遅 いがみ

られ た｡ これ らの結 果は､ 現象が熱油性化過程に よって説明 され､ 1073K以 下 の温度

でのなん らかの相の不均 一-が Jiiずることを示峻 していお り､ 従来提案 され てい る平衡

状態図の高温部の 相境 界線 は.38.っている可Lfl近位が あ る｡
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